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井 阪  隆 一

当
社
グル
ー
プ
は
、昨
年
3
月
、グル
ー

プ
戦
略
の
再
評
価
と
中
期
経
営
計
画
の

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
実
施
し
、目
指
す
姿
を

「『
食
』を
中
心
と
し
た
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
リ
テ
ー
ル
グ
ル
ー
プ
」と
い
た
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
本
年
４
月
に
は
、独
立
社

外
取
締
役
だ
け
で
組
織
す
る「
戦
略
委

員
会
」の
提
言
を
ふ
ま
え
、「
成
長
加
速

に
向
け
た
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン

の
策
定
」「
長
期
的
成
長
と
企
業
価
値

を
高
め
る
グ
ル
ー
プ
構
造への
移
行
」「
投

資
家
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
強
化
」に
関

す
る
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
策

定
し
ま
し
た
。

こ
の
策
定
に
い
た
る
過
程
に
お
い
て
、

今
後
の
コン
ビニエンス
ス
ト
ア（
以
下
、Ｃ

Ｖ
Ｓ
）事
業
が
変
化
に
対
応
し
て
成
長
を

遂
げ
ていく
う
え
で
、「
食
」の
商
品
開
発
、

品
揃
え
な
ど
で
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア（
以
下
、

Ｓ
Ｓ
Ｔ
）事
業
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、

当
社
グ
ル
ー
プ
の
企
業
価
値
・
株
主
価
値

の
最
大
化
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
と
の

認
識
を
戦
略
委
員
会
と
共
有
し
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
長
期
的
成
長
と
企
業
価

値
を
高
め
る
最
適
な
グ
ル
ー
プ
構
造
への

移
行
に
向
け
て
、日
本
と
北
米
を
含
む

グ
ロ
ー
バル
C
V
S
事
業
の 

一 

体
運
営
を

実
現
す
る
た
め
に
C
V
S
事
業
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
体
制
と
マ
ネ
ジメン
ト
体
制
の

統
合
に
取
り
組
む
こ
と
、そ
し
て
S
S
T

事
業
に
お
い
て
は
変
革
を
通
じ
、独
立
し

た
企
業
体
と
し
て
独
自
の
財
務
規
律
を

持
っ
て
成
長
の
方
向
性
を
自
ら
定
め
て
い

く
た
め
に
、当
社
に
よ
る 
一 
部
持
分
の
継

続
保
持
と
C
V
S
事
業
と
の
食
品
開
発

領
域
に
お
け
る
協
働
体
制
の
維
持
を
前

提
と
し
て
、現
実
的
に
最
速
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
の
S
S
T
事
業
の
I
P
O
実
現
に

向
け
た
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

今
後
は
、私
自
身
、執
行
を
率
い
る
立

場
と
し
て
こ
の
ア
ク
ション
プ
ラ
ン
の
実
行

に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る 

一 

方
で
、取
締
役
会

は
、筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
の
ス
テ
ィ
ー

ブ
ン
・ヘ
イ
ズ
・
デ
イ
カ
ス
氏
を
取
締
役

会
議
長
と
す
る
こ
と
で
、C
E
O
と
取

締
役
会
議
長
を
分
離
さ
せ
、コ
ー
ポ
レ
ー

ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
の
強
化
を
図
り
、意

思
決
定
の
透
明
性
、客
観
性
を
向
上
さ

せ
、戦
略
の
実
効
性
向
上
につ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
株
主
の
皆
様
を
は
じ
め
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
皆
様
の
声
に
耳
を

傾
け
、企
業
価
値
、株
主
価
値
の
最
大

化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。よ
り
いっ
そ
う

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ア
ク
シ
ョン
プ
ラ
ン
を
推
進
し
、

グ
ル
ー
プ
の
持
続
的
成
長
と

企
業
価
値
の
最
大
化
を
目
指
し
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ
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「
災
害
時
の
状
況
を
、
み
ん
な
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
災
害
対
策
シ
ス

テ
ム
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
」

そ
う
し
た
B
C
P
へ
の
危
機
感
を
当

社
が
抱
い
た
の
は
、
日
本
で
発
生
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
自
然
災
害
リ
ス
ク
が
顕
著
に
現

れ
た
2
0
1
4
年
の
こ
と
で
し
た
。
同

年
2
月
の「
関
東
甲
信
・
東
北
大
雪
」で

は
、
従
来
の
観
測
記
録
を
上
ま
わ
る
積
雪

に
よ
り
、
交
通
や
社
会
イ
ン
フ
ラ
は
混
乱
。

4
月
に
は
チ
リ
の
大
地
震
に
よ
る
太
平
洋

握
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
の
で
す
。

災
害
発
生
時
に
は
、
自
身
も
被
災
者
で

あ
り
な
が
ら
、
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で

あ
り
た
い
と
、
営
業
を
続
け
て
く
だ
さ
る

加
盟
店
オ
ー
ナ
ー
様
や
従
業
員
さ
ん
の
姿

が
あ
り
ま
し
た
。
本
部
は
そ
の
思
い
に
応

え
、最
善
の
サ
ポ
ー
ト
と
迅
速
な
復
旧
、安

全
・
安
心
を
実
現
す
る
責
務
が
あ
り
ま
す
。

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
2
0
1
5
年
に

I
T
を
活
用
し
て
店
舗
・
物
流
の
状
況
を

24
時
間
3
6
5
日
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
き
る
、

新
し
い
災
害
対
策
シ
ス
テ
ム
「
セ
ブ
ン

V
I
E
W
」
が
誕
生
し
た
の
で
す
。

「V
IEW

」は「V
isual Inform

ation 

E
m
ergency W

eb

」の
略
称
で
、
文

字
通
り
災
害
時
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
W
E
B
上
に〝
見
え
る
化
〞し
た
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
指
し
ま
す
。

　
そ
の
開
発
に
お
い
て
重
視
し
た
の
は「
誰

も
が
簡
単
に
操
作
で
き
る
」こ
と
。
災
害
が

起
き
て
か
ら
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見
返
す

の
で
は
、
緊
急
時
の
実
用
性
が
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
に
は
汎

用
性
が
高
く
、
多
く
の
人
が
利
用
し
て
い

るG
oogle

マ
ッ
プ
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

沿
岸
へ
の
津
波
注
意
報
発
令
、
8
月
の

「
広
島
県
豪
雨
」で
は
1
0
0
カ
所
以
上

で
土
砂
災
害
が
起
こ
り
、
9
月
に
は「
御

嶽
山
噴
火
」
が
発
生
。
2
0
1
1
年
の

「
東
日
本
大
震
災
」
の
教
訓
に
学
ぶ
だ
け

で
は
足
り
な
い
、
自
然
災
害
の
多
様
化
と

複
雑
化
を
見
せ
つ
け
ら
れ
た
の
で
す
。

大
規
模
災
害
発
生
の
際
、
当
社
本
部
ビ

ル
内
に
災
害
対
策
本
部
を
迅
速
に
た
ち
あ

げ
、
被
災
状
況
の
把
握
と
加
盟
店
の
復

旧
・
サ
ポ
ー
ト
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

し
か
し
、
被
災
地
か
ら
離
れ
た
本
部
で
は

情
報
が
一
本
化
さ
れ
ず
に
、
錯
綜
し
、
必

要
な
場
所
へ
適
切
な
支
援
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
状
況
も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

原
因
の
一
つ
は「
状
況
把
握
の
手
段
の

少
な
さ
」
で
す
。
被
災
地
に
あ
る
当
社
の

拠
点
へ
の
電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る
確
認
で

し
か
、
報
道
以
上
の
被
害
状
況
を
知
る
術

が
な
か
っ
た
の
で
す
。
ま
た
、
被
災
地
の

混
乱
と
通
信
回
線
の
断
絶
か
ら
、
連
絡
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

さ
ら
に
、「
情
報
の
整
理
」も
課
題
で
し

た
。
被
災
地
域
の
マ
ッ
プ
に
店
舗
の
位
置

を
プ
ロ
ッ
ト
し
、
把
握
で
き
た
被
害
状
況

を
手
作
業
で
入
力
し
て〝
見
え
る
化
〞
し

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
被
害

状
況
、
避
難
勧
告
、
被
災
地
の
気
象
や
人

流
な
ど
多
面
的
な
情
報
を
整
理
・
更
新

し
、
関
係
者
全
員
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
把

「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
開
発
の
経
緯

災
害
対
策
シ
ス
テ
ム

セ
ブ
ン
V
I
E
W
の
特
徴

店
舗
の
停
電
を
検
知
す
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発

セ
ブ
ン
V
I
E
W
開
始

S
E
J
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
各
社
や
連
携
し
た

店
舗
に
つ
い
て
被
災
状
況
に
応
じ
た
ア
イ
コ
ン

表
示
、C
S
V
出
力
可
能
。

4
月
:
熊
本
地
震

セ
ブ
ン
V
I
E
W 

第
2
フ
ェ
ー
ズ
開
始

配
送
車
両
、避
難
指
示（
L
ア
ラ
ー
ト
）詳
細
情

報
の
表
示
。

セ
ブ
ン
V
I
E
W 

第
3
フ
ェ
ー
ズ
開
始

都
道
府
県
市
町
村
別
に
店
舗
な
ど
の
情
報
を

絞
り
込
み
、ユ
ー
ザ
ー
別
に
検
索
条
件
を
保
存・

管
理
が
可
能
に
。

セ
ブ
ン
V
I
E
W 

第
4
フ
ェ
ー
ズ
開
始

O
F
C
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た
写
真
の

ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
が
可
能
に
。積
雪
実
績
、積
雪
予

測
、降
雪
予
測
デ
ー
タ
の
画
像
が
取
得
可
能
に
。

9
月
:
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

オ
ー
ナ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
リ
開
始

加
盟
店
様
の
安
否
や
店
舗
営
業
状
況
、納
品
受

け
入
れ
可
否
な
ど
の
情
報
を
入
力
し
、災
害
発

生
時
の
迅
速
な
状
況
把
握
や
、店
舗
へ
の
配
送

効
率
化
な
ど
に
つ
な
げ
る
。

7
月
:
新
潟
県
中
越
沖
地
震

3
月
:
東
日
本
大
震
災

2005200720112014201520162017201820212024

1
月
:
能
登
半
島
地
震

2
月
:
関
東
甲
信
・
東
北
大
雪

8
月
:
広
島
県
豪
雨

9
月
:
御
嶽
山
噴
火

セブン ‐ イレブン・ジャパン
執行役員
システム本部長

2019年入社、20年9月システ
ム本部長、21年3月執行役員就
任。「セブンVIEW」ならびに当
社のデータ基盤「セブンセント
ラル」を構築。2021年「第1回
Google Cloud カスタマーア
ワード（小売業部門）」を受賞

西
ニシムラ

村 出
イズル

主
な
大
災
害
と

災
害
対
策
シ
ス
テ
ム
の
変
化

災害時に店舗や物流の状況などをリアルタイムで“見える化”するために、2015年にセブン- イレブン・
ジャパン（以下、SEJ）が開発した災害対策システム「セブンVIEW」は、SEJのBCP※の実効性を
最大化させるだけでなく、産官学連携により「社会の防災インフラ」への発展を遂げています。
※Business Continuity Planの略。企業が自然災害、テロ攻撃などの緊急事態において、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早期復旧を

可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のための方法、手段などを取り決めておく計画のこと

特
集 企業のBCPを超えた
社会の防災インフラの開発へ

セブンVIEW Visual  Information  Emergency  Web
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（図1）セブン VIEWの特徴活用事例

セブン VIEWの情報階層イメージ

「Googleマップ」上に全店舗の停電

などの状況、地区事務所や工場、配送

トラックなどサプライチェーンの状況、

および災害、交通、気象、避難などの多

くの情報を一元的かつ自動的に集約。

より正確な情報が判断と初動の質を高めた

　
マ
ッ
プ
上
に
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店
舗

を
ア
イ
コ
ン
で
配
置
し
、店
舗
に
設
置
さ
れ

た
停
電
発
生
を
検
知
す
る
シ
ス
テ
ム
の
デ
ー

タ
を
吸
い
あ
げ
、「
正
常
」「
停
電
」「
回
線

障
害
」な
ど
の
ス
テ
ー
タ
ス
を
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
表
示
。
こ
の
機
能
を
核
と
し
て
、

2
0
1
5
年
の
開
発
当
初
段
階
で
は
各
地

の
気
象
情
報
な
ど
の
デ
ー
タ
も
マ
ッ
プ
上

に
表
示
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
2
0
1
6
年
に
は
配
送
ト

ラ
ッ
ク
の
位
置
情
報
を
追
加
し
、
災
害
時

の
物
流
状
況
も
把
握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
に

進
化
。
マ
ッ
プ（
図
1
参
照
）上
に
表
示

す
る
情
報
は
年
々
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、自
治
体
の
提
供
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
組
み
込
み
、
集
中
豪
雨
の
際

に
浸
水
し
や
す
い
店
舗
を
予
測
し
、
河
川

ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
で
水
位
の
状
況
を
確
認
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
。

ま
た
、
災
害
情
報（
L
ア
ラ
ー
ト
）
を

G
oogle

に
読
み
込
ま
せ
、
避
難
指
示
が

発
令
さ
れ
た
エ
リ
ア
を
マ
ッ
プ
上
で
着
色

表
示
で
き
る
と
い
う「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
機
能
も
あ
り
ま
す
。
避
難

指
示
区
域
内
の
店
舗
が
ひ
と
目
で
わ
か
り
、

支
援
の
必
要
性
を
迅
速
に
予
測
、
判
断
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
N
T
T

ド
コ
モ
の
携
帯
電
話
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活

用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
人
流
デ
ー
タ
を

新
た
に
組
み
込
み
、
被
災
時
の
現
地
状
況

舗
屋
上
に
積
雪
セ
ン
サ
ー
を
取
り
付
け
、

「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」で
積
雪
予
測
を
行

う
共
同
実
験
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の

取
り
組
み
は
、
積
雪
に
限
ら
ず
多
様
な
セ

ン
サ
ー
を
店
舗
に
設
置
す
る
こ
と
で
、
全

国
約
2
万
1
0
0
0
拠
点
以
上
の
規
模

で
防
災
研
究
に
有
用
な
デ
ー
タ
を
取
得

し
、
災
害
に
強
い
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
、「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」を
通
じ

た
自
治
体
へ
の
情
報
提
供
も
進
ん
で
い
ま

す
。
最
新
型
の
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
マ
シ
ン
に

搭
載
さ
れ
た
給
水
タ
ン
ク
へ
の
給
水
停
止

を
知
ら
せ
る
セ
ン
サ
ー
を
活
用
し
、「
断
水

デ
ー
タ
」
と
し
て「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」

に
連
携
し
た
情
報
を
、
東
京
都
水
道
局
に

共
有
連
携
す
る
実
験
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
東
京
都
で
も
断
水
が
発
生

し
て
い
る
エ
リ
ア
を
よ
り
細
部
ま
で
と
ら

え
ら
れ
る
た
め
、
迅
速
な
対
応
の
一
助
と

な
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
は
当
初
か
ら
自

治
体
と
の
相
互
通
信
を
想
定
し
、
社
外
の

情
報
シ
ス
テ
ム
と
シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携

で
き
る
オ
ー
プ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し

て
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
、
多
く

の
自
治
体
や
研
究
機
関
、
企
業
・
団
体
と

デ
ー
タ
連
携
の
協
議
が
進
め
ら
れ
、
企
業

の
B
C
P
を
超
え
、
社
会
の
防
災
イ
ン
フ

ラ
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

機
能
の
充
実
に
と
も
な
い
、「
セ
ブ
ン

V
I
E
W
」は
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を
は
じ

め
と
す
る
グ
ル
ー
プ
事
業
会
社
か
ら
も
ア

ク
セ
ス
可
能
と
な
り
、
災
害
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
全
体
の
B
C
P
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
を
介

し
て
産
官
学
の
連
携
の
輪
も
広
が
っ
て

い
ま
す
。
2
0
1
8
年
に
連
携
を
開
始

し
た
国
立
研
究
開
発
法
人 

防
災
科
学
技

術
研
究
所
で
は
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
店

機
能
向
上
の
観
点
で
は
、
A
I
の
導
入

に
よ
る「
災
害
対
応
策
に
つ
い
て
の
示
唆
」

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
災
害
発

生
時
の
対
応
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は「
経

験
」
で
す
。
被
災
状
況
が
わ
か
る
デ
ー
タ

が
あ
っ
て
も
、
そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
な
リ

ス
ク
を
感
じ
取
り
、
具
体
的
な
対
応
を
判

断
す
る
か
は
、
ノ
ウ
ハ
ウ
と
経
験
に
委
ね

ら
れ
ま
す
。

「
あ
の
時
、
機
転
を
き
か
せ
て
発
電
機

を
準
備
し
た
の
は
正
解
だ
っ
た
」「
土
嚢
は

こ
の
段
階
で
積
ま
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」

と
い
っ
た
、
過
去
の
災
害
に
お
け
る
経
験

は
、
形
式
知
と
し
て
災
害
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
組
み
込
ま
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
暗

黙
知
の
ま
ま
個
人
の
中
に
眠
っ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。

「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
デ
ジ
タ
ル
化
」に
よ
っ
て
、

過
去
の
災
害
対
応
に
お
け
る
私
た
ち
の
成

功
体
験
と
反
省
を
、「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」

を
通
じ
て
未
来
の
災
害
対
応
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
把
握
精
度
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
ど
こ
か
ら

で
も
可
能
に
す
る
た
め
、
当
社
と
し
て
初

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
ク
ラ
ウ
ド
※
1 

上
で
の
シ
ス

テ
ム
構
築
を
行
い
ま
し
た
。
全
国
の
2
万

1
0
0
0
以
上
の
店
舗
の
相
互
通
信
、
そ

れ
を
支
え
る
約
3
0
0
0
人
の
O
F
C

※
2
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
情
報
な
ど
膨

大
な
リ
ア
ル
タ
イ
ム
デ
ー
タ
を
瞬
時
に
処

理
で
き
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
世
界
随
一

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
実
績
を
持
つG

oogle 

C
loud P

latform

を
採
用
し
て
い
ま
す
。

能登半島地震では、東日本大震災以来初の「大津波警報 」
が発令。該当エリアの店舗では、什器の転倒や停電などは
あったものの、店舗の倒壊や津波による回線断絶はない
ことを「セブンVIEW 」で確認しました。
こうした情報を通して、本部として被災した店舗の復旧支
援とともに、初動段階で支援物資の供給や被災地の支援
に注力するなど、「セブンVIEW 」は判断と初動の質の向
上をもたらしています。 オ

ー
プ
ン
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る

社
会
の
防
災
イ
ン
フ
ラ
化
へ

A
I
を
活
用
し
た

「
ノ
ウ
ハ
ウ
の
デ
ジ
タ
ル
化
」

※
1 

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
が
構
築
し
た
環
境
を
、

ほ
か
の
利
用
者
と
共
同
利
用
が
可
能
な
利
用
形
態
の
こ
と

※
2 

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン・フィ
ー
ル
ド・カ
ウ
ン
セ
ラ
ー（
店
舗
経
営

相
談
員
）

地震
7

津波
津波警報

火山
高齢者等避難

暴風雪
特別警報

大雨
特別警報

洪水
警報

大雪
特別警報

波浪
特別警報

高潮
特別警報

河川洪水
氾濫注意情報

公共情報
避難勧告

気象・災害・避難情報

正常 異常 帰庫

約6,500 台車両状況
地区事務所 配送センター 専用工場 取引先工場

拠点

停電 電池残量ゼロ 休業（定休日・改装）

21,363 店（2024年2月末時点）店舗
正常 回線障害 災害休業 直営店 断水

2024年1月1日
能登半島地震 マグニチュード7.6

デ
ー
タ
連
携
で
進
化
す
る

新
し
い
防
災
・
災
害
対
応

産
官
学
連
携  

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
鼎
談

次
ペー
ジ
か
ら
は

（※イメージ）
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 「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」初
の

連
携
パ
ー
ト
ナ
ー

上
石　
防
災
科
学
技
術
研
究
所（
以
下
、

防
災
科
研
）
は
、
気
象
災
害
や
自
然
災

害
な
ど
の
防
災
に
関
す
る
国
立
の
研
究

機
関
で
あ
り
、
私
は
雪
氷
を
中
心
に
研

究
し
て
い
ま
す
。
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
様（
以
下
、
S
E
J
）
と
の

連
携
の
き
っ
か
け
は
、
2
0
1
4
年
2

月
の
大
雪
災
害
で
し
た
。

西
村　
私
は
学
術
誌
を
通
じ
て
雪
氷
研

究
の
権
威
で
あ
る
上
石
さ
ん
の
こ
と
を
存

じ
て
い
ま
し
た
。
当
社
の
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
大
雪
災
害
に
お
い
て
混
乱
し

た
経
緯
が
あ
り
、
防
災
関
連
の
会
議
で

全
国
の
約
2
1
0
0
0
店
舗
の
セ
ブ
ン- 

イ
レ
ブ
ン
が

デ
ー
タ
取
得
の
拠
点
と
し
て
情
報
把
握
に
大
き
く
貢
献

上
石
さ
ん
に
お
会
い
し
た
際
に
、大
雪
へ

の
災
害
対
応
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

上
石　
お
話
を
う
か
が
い
、
ぜ
ひ
私
た

ち
防
災
科
研
も
S
E
J
様
と
連
携
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
防
災
科
研
で
は
官

民
連
携
に
よ
る
防
災
研
究
を
進
め
る
た

め
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ハ
ブ
※
の
構
築

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
企
業
が
参
画
し
て
要
素
技
術
を
研
究

し
て
い
ま
す
が
、
と
く
に
シ
ス
テ
ム
技

術
の
面
で
、
民
間
企
業
と
の
連
携
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
す
。
そ

の
点
で「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
は
、
当

時
最
新
の
G
I
S（
地
理
情
報
シ
ス
テ

ム
）
を
防
災
・
災
害
対
応
に
活
用
し
た

先
駆
的
な
シ
ス
テ
ム
で
、
同
じ
地
図
上

で
複
数
の
デ
ー
タ
を
同
時
に
表
示
で
き

る
実
用
性
が
魅
力
的
で
し
た
。
セ
ブ
ン

&
ア
イ
グ
ル
ー
プ
様
の
B
C
P
へ
の
活

用
だ
け
で
な
く
、「
こ
れ
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
広
げ
る
こ
と
で
、
広
く
社
会
の
防

災
・
災
害
対
応
に
役
立
つ
シ
ス
テ
ム
だ
」

と
感
じ
、
ぜ
ひ
防
災
科
研
の
持
つ
デ
ー

タ
や
研
究
成
果
を
反
映
さ
せ
て
も
ら
い

た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。

西
村　

2
0
1
6
年
に
防
災
科
研
様

と
当
社
で
連
携
協
定
を
結
び
、
第
一
弾

の
取
り
組
み
と
し
て
12
月
か
ら
積
雪

デ
ー
タ
を
観
測
す
る
実
証
実
験
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
雪
の
予
測
に
お

い
て
、
降
雪
量
は
雲
な
ど
の
デ
ー
タ
か

ら
高
い
精
度
で
予
測
で
き
る
も
の
の
、

積
雪
量
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
と
い

う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
山
梨

県
甲
府
市
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
3
店

舗
を
皮
切
り
に
、
関
東
地
方
の
16
店
舗

も
加
え
て
、
屋
根
に
積
雪
の
重
さ
や
深

さ
を
測
る
積
雪
深
計
を
設
置
し
ま
し
た
。

上
石　
積
雪
量
に
つ
い
て
は
気
象
庁
で

さ
え
積
雪
深
計
を
都
内
1
カ
所
に
し

か
設
置
し
て
お
ら
ず
、
積
雪
量
を
予

測
・
検
証
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
が
不
足

し
て
い
た
の
で
す
。
S
E
J
様
と
の

連
携
に
よ
っ
て
観
測
拠
点
が
拡
大
し
、

地
域
ご
と
の
詳
細
な
積
雪
分
布
を
把

握
す
る
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

S
E
J
様
に
と
っ
て
は
大
雪
時
の
物

流
状
況
の
把
握
や
店
舗
な
ど
の
復
旧
・

復
興
へ
の
活
用
が
で
き
、私
た
ち
に
と
っ

て
は
研
究
デ
ー
タ
と
し
て
役
立
つ

な
ど
、
社
会
に
必
要

セブン ‐ イレブン・ジャパン 執行役員
システム本部長

気
象
災
害
や

自
然
災
害
に
対
応
す
る

防
災
科
研
と
の
取
り
組
み オープンテクノロジーを採用した災害対応システム「セブンVIEW」に、完成はありません。自治

体などの外部システム連携や、IoTを通じた計測データを受け入れるなど、新たな機能を追加する
ことで進化し続ける「防災データプラットフォーム」としての側面があるからです。「セブンVIEW」
推進のキーマンである西村出とともに、産官学連携によって防災・災害対応の新たな可能性を見出
す、防災科学技術研究所の上石勲様、東京都職員の大隈啓祐様との鼎談をお届けします。

データ連携で進化する
新しい防災·災害対応

国立研究開発法人
防災科学技術研究所
雪氷防災研究センター

東京都デジタルサービス局
デジタルサービス推進課
データ利活用戦略担当課長

※
こ
こ
で
の
意
は
、研
究
開
発
成
果
の
最
大
化
に
向
け
て
、研
究

開
発
法
人
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
駆
動
さ
せ
る
基
盤
を
持
つ

の
に
、必
要
な
改
革
を
行
う
も
の
。

西
ニ シ ム ラ

村 出
イズル

上
カ ミ イ シ

石 勲
イサオ

 様 大
オ オ ク マ

隈 啓
ケ イ ス ケ

祐 様
66
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東京都水道局とセブンVIEWの実証実験 2023年2月1日～2月28日実施 な
デ
ー
タ
整
備
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

西
村　
さ
ら
に
、
日
本
は
地
震
大
国
で

あ
り
な
が
ら
、
積
雪
深
計
と
同
様
に
震

度
計
も
数
が
少
な
く
、
震
度
分
布
デ
ー

タ
の
不
足
か
ら「
観
測
上
の
震
度
と
各
地

域
の
実
際
の
震
度
に
は
ズ
レ
が
あ
る
」と

上
石
さ
ん
か
ら
う
か
が
っ
た
時
は
、大
変

驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
セ
ブ
ン
銀
行
と

も
連
携
し
、
A
T
M
に
小
型
の
地
震
計

を
取
り
付
け「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」で

観
測
す
る
実
証
実
験
も
行
っ
て
い
ま
す
。

上
石　
実
験
対
象
エ
リ
ア
で
は
地
震
の

観
測
点
が
増
え
、
デ
ー
タ
の
密
度
が
上

が
っ
た
こ
と
で
、
震
度
分
布
を
よ
り
正

確
に
示
す
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

正
確
な
震
度
分
布
が
わ
か
れ
ば
、
震
災

発
生
時
の
被
害
状
況
も
よ
り
明
確
に
把

握
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
、

東
京
周
辺
の
よ
う
に
イ
ン
フ
ラ
が
集
中

し
、
多
く
の
人
が
住
ん
で
い
る
地
域
に

お
い
て
は
、
よ
り
多
く
の
地
震
計
を
設

置
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

西
村　
そ
う
で
す
ね
。
大
雪
や
地
震
な
ど

の
発
生
時
に
、
全
国
約
2
万
1
0
0
0

店
舗
の
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
を
デ
ー
タ

取
得
の
拠
点
と
す
る
こ
と
で
、
よ
り
正

確
な
状
況
把
握
に
大
き
く
貢
献
で
き
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
今

後
も
実
用
化
に
向
け
た
実
証
実
験
を
継

続
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

東
京
都
と
S
E
J
の

デ
ー
タ
連
携
の
き
っ
か
け

大
隈　
今
年
1
月
末
に
、「
東
京
デ
ー
タ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
以
下
、
T
D

て
お
ら
ず
、
災
害
時
の
水
道
イ
ン
フ
ラ

の
重
要
性
、
な
ら
び
に
そ
の
障
害
を
把

握
す
る
シ
ス
テ
ム
の
重
要
性
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
S
E
J
様
と
東
京
都

様
の
取
り
組
み
は
、
素
晴
ら
し
い
事
例

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

大
隈　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
に
実
施
し
た
こ
の
実
証

実
験
は
、
ま
だ
T
D
P
F
の
立
ち
上

げ
前
の
た
め
仮
想
の
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
で
運
用
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
単
年
で
一
旦
終
了
し
た
の
で

す
が
、
今
年
1
月
の
T
D
P
F
の
稼

働
を
受
け
、
改
め
て
実
用
化
に
向
け
た

連
携
や
対
話
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

西
村　
東
京
都
水
道
局
様
が
断
水
調
査

を
迅
速
に
行
え
る
こ
と
は
、
当
社
の
店

舗
営
業
の
復
旧
だ
け
で
な
く
、
都
民
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の
産
官
連
携
の
取

り
組
み
を
メ
デ
ィ
ア
が
取
り
上
げ
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
で
、
ほ
か
の
自
治
体
か

ら
も「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」と
の
デ
ー

タ
連
携
に
大
き
な
関
心
を
持
っ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
当
社
と
し
て
も
、
こ

の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

P
F
）
が
立
ち
上
が
り
、
私
は
こ
の

T
D
P
F
の
運
用
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
東
京
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

引
き
出
し
、
都
民
の
生
活
の
質
の
向
上

に
向
け
て
、
公
共
機
関
や
民
間
企
業
が

互
い
に
利
活
用
で
き
る
デ
ー
タ
を
流
通

さ
せ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、

防
災
や
ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
も
官
民

デ
ー
タ
利
活
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
T
D
P
F
の

立
ち
上
げ
に
際
し
、
そ
の
推
進
会
議
に

S
E
J
様
に
は
積
極
的
に
参
加
い
た

だ
き
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
や
ご
提
案

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

西
村　
東
京
都
様
が
配
信
す
る
オ
ー
プ

ン
デ
ー
タ
は
、「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」

に
も
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
潮
浸
水

想
定
区
域
や
地
震
時
に
お
け
る
地
域
別

出
火
危
険
度
な
ど
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

河
川
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
な
ど
を「
セ
ブ
ン

V
I
E
W
」で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
に
集
ま
る
デ
ー

タ
の
中
で
も
、
自
治
体

が
各
地
域
の
特
性
を
調
査
し
て

反
映
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
と
く
に

重
要
な
デ
ー
タ
で
す
。
こ
れ
ま
で
自
治

体
が
民
間
に
情
報
を
公
開
し
、
利
活
用

す
る
と
い
う
機
会
は
な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
隈
さ
ん
を

は
じ
め
と
す
る
皆
様
の
活
動
に
よ
っ
て
、

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
が
大
き
く
進
展
し

た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

大
隈　

東
京
都
と
し
て
も
、「
セ
ブ
ン

V
I
E
W
」に
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
を
実

装
い
た
だ
け
た
こ
と
は
、
デ
ー
タ
利
活

用
に
お
け
る
好
事
例
と
し
て
認
識
し
て

お
り
、
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
は
、「
行
政
デ
ー
タ
を
民
間
が
活
用

す
る
ケ
ー
ス
」
で
し
た
が
、
さ
ら
に
西

村
さ
ん
か
ら「
民
間
の
デ
ー
タ
を
行
政

が
活
用
す
る
」新
た
な
デ
ー
タ
利
活
用

の
ケ
ー
ス
と
し
て
ご
提
案
い
た
だ
い
た

の
が
、「
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
」マ
シ
ン
の
断

水
デ
ー
タ
の
共
有
で
す
。

 

断
水
デ
ー
タ
の

共
有
に
つ
い
て

大
隈　

2
0
2
3
年
2
月
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
実
証
実
験
は
、
セ
ブ
ン
‐

イ
レ
ブ
ン
店
舗
の「
セ
ブ
ン
カ
フ
ェ
」

マ
シ
ン
に
搭
載
さ
れ
た
断
水
を
知
ら
せ

る
ア
ラ
ー
ト
機
能
を
活
用
し
、
断
水

デ
ー
タ
を
「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
と

T
D
P
F
の
連
携
を
通
じ
て
東
京
都

水
道
局
が
キ
ャ
ッ
チ
す
る
も
の
で
す
。

さ
ら
に
水
道
局
で
は
、
工
事
な
ど
に
よ

る
計
画
断
水
の
デ
ー
タ
と
照
合
し
、
予

定
に
な
い
断
水
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
発
生
箇
所
を
特
定
し
、
早
期
の
復
旧

対
応
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま
た
、
デ
ー
タ

を
S
E
J
様
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、

店
舗
で
の
復
旧
対
応
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」と
の
連
携
に

よ
り
、
断
水
の
発
生
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

に
、
か
つ
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
エ
リ
ア
を

把
握
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

な
断
水
箇
所
の
特
定
と
復
旧
対
応
を
図

る
手
段
と
な
り
う
る
取
り
組
み
で
あ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
石　

今
年
1
月
に
発
生
し
た
能
登

半
島
地
震
で
は
、
現
在（
2
0
2
4
年

4
月
時
点
）で
も
水
道
は
完
全
復
旧
し

カ
フ
ェ
マ
シ
ン
の

断
水
情
報
を
共
有

東
京
都
と
の
デ
ー
タ
連
携

「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」は
行
政
と
民
間
の
デ
ー
タ
を

相
互
に
利
活
用
し
合
う
新
た
な
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

セブン‐イレブン・ジャパン 東京都

セブン
VIEW TDPF

実証の流れ

セブンカフェマシンの給水タ
ンクの空き状況から、セブ
ン- イレブンの店舗やエリア
における断水情報を検知

1   断水を検知
23区内における断水データ（発生店
舗、日時）を「セブンVIEW」から「 ＴＤ
ＰＦ」を通じて東京都に提供

2  断水データの共有
水道局で計画された断水情
報と提供された断水発生の
店舗位置を照合

3   断水の確認

 断水確認状況のフィードバックを「セブ
ンVIEW」に反映し、早期対応に活用

4   フィードバック

東京都
水道局
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A
I
な
ど
I
T
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
、

防
災
対
策
や
災
害
対
応
力
の
向
上
を
図
る

要
望
に
対
し
て
お
応
え
い
た
だ
き
、
ス

ム
ー
ズ
に
実
証
実
験
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
防
災
科
研
様
の

ト
ッ
プ
の
方
々
と
当
社
の
目
指
す
目
的

や
ビ
ジ
ョ
ン
が
一
致
し
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
上
石
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
皆

様
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
改
め
て
感

謝
い
た
し
ま
す
。

 

連
携
の
中
で
感
じ
た
、

こ
れ
か
ら
の
展
開
や
可
能
性

西
村　
「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」
は
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
状
況
把
握
が
で
き
る
機

能
性
を
超
え
て
、
予
測
機
能
の
強
化
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
防
災
科
研
様
で
は
、
大
雨
な

ど
の
気
象
災
害
の
予
測
・
予
報
の
技
術

を
お
持
ち
で
す
。
デ
ー
タ
取
得
だ
け
で

な
く
、
こ
う
し
た
技
術
の
連
携
に
よ
っ

て「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」に
よ
る
災
害

対
応
力
を
高
め
、
お
客
様
や
加
盟
店
様
、

ひ
い
て
は
広
く
社
会
に
寄
与
で
き
る
災

害
対
策
シ
ス
テ
ム
に
進
化
し
て
い
き
た

抱
え
て
い
る
中
で
、
新
た
な
取
り
組
み

に
は
困
難
な
面
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

デ
ー
タ
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
は
双

方
が
D
X
を
推
進
し
て
い
る
状
態
で

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

大
隈　
東
京
都
の
場
合
、
I
T
大
手
出

身
の
宮
坂
副
知
事
の
就
任
に
よ
り
、
デ
ー

タ
ド
リ
ブ
ン
※ 

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

今
、
私
が
所
属
す
る
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ

ス
局
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
展
し
て
い
る
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
都
庁
を
中
心
と
し
た

話
で
あ
り
、
都
内
全
域
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
広
げ
て
い
く
に
は
、
人
材
育
成
が
不

可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、昨
年
、東
京
都
の

外
郭
団
体
と
し
て
、
G
o
v 

T
e
c
h

東
京
を
設
立
し
、
区
市
町
村
の
デ
ジ
タ

ル
ス
キ
ル
の
育
成
や
向
上
を
図
る
な
ど
、

都
内
全
域
で
の
デ
ー
タ
活
用
と
育
成
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
A
I
も

活
用
し
、
予
測
デ
ー
タ
か
ら
未
来
の
取

る
べ
き
行
動
ま
で
提
案
す
る
、
先
進
的

な
シ
ス
テ
ム
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
で
す
ね
。

上
石　
防
災
科
研
の
取
り
組
み
に
対
し

て
高
い
評
価
と
期
待
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
西
村
さ
ん
が

言
及
さ
れ
た
よ
う
に
、
今
後
A
I
の
活

用
は
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
防
災
科
研
で
は
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
設
置
し

て
走
行
す
る
こ
と
で
、
道
路
上
の
積
雪

量
や
雪
の
種
類
を
把
握
で
き
る
技
術
が

あ
り
ま
す
。
膨
大
な
デ
ー
タ
量
と
な
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
A
I
に
よ
っ
て
分
析

し
、
有
用
な
デ
ー
タ
と
し
て
シ
ス
テ
ム

に
落
と
し
込
む
な
ど
、
新
た
な
災
害
対

応
の
形
も
見
出
せ
る
と
思
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、今
後
と
も
継
続
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

大
隈　
東
京
都
と
し
て
も
水
道
イ
ン
フ

ラ
の
回
復
、
復
旧
精
度
を
高
め
る

S
E
J
様
と
の
断
水
情
報
の
実
証
実

験
は
、
ま
さ
に
ほ
か
の
企
業
様
や
行
政

機
関
に
と
っ
て
の
す
ぐ
れ
た
先
行
事
例

と
な
り
ま
し
た
。
T
D
P
F
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
企
業
様
を
業
界
の
垣
根
を
越
え

西
村　
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
東
京

都
様
と
は
、
デ
ー
タ
連
携
を
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

デ
ー
タ
の
や
り
取
り
も
、
双
方
が
技
術

的
な
知
識
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
非
常

に
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
を
実
感
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
大
隈
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
る
と

お
り
、
D
X
と
は
シ
ス
テ
ム
の
刷
新
だ

け
で
な
く
、
組
織
や
担
当
者
様
が
I
T

リ
テ
ラ
シ
ー
や
デ
ー
タ
連
携
の
知
見
・

関
連
ス
キ
ル
を
持
つ
、
人
材
育
成
の
側

面
も
あ
り
ま
す
ね
。
D
X
は
シ
ス
テ
ム

を
揃
え
れ
ば
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

P
O
C（
概
念
実
証
）や
ト
ラ
イ
ア
ン
ド

エ
ラ
ー
を
経
な
が
ら
進
め
て
い
く
組
織

変
革
で
も
あ
る
た
め
、一
朝
一
夕
に
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、当
社
と
し
て
は

デ
ー
タ
連
携
の
事
例
を
積
み
あ
げ
、自
治

体
に
お
け
る
D
X
推
進
の
波
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
強
く
期
待
し
て
い
ま
す
。

上
石　

S
E
J
様
と
初
め
て
連
携
の

て
デ
ー
タ
で
つ
な
ぐ
役
割
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
S
E
J
様
と
の
タ
ッ
グ
で
、

T
D
P
F
の
先
導
役
と
な
り
、
新
し

い
防
災
対
策
や
災
害
対
応
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
村　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
、
ぜ

ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

I
T
の
技
術
を
活
用
し
、
情
報
共
有

を
ス
ム
ー
ズ
か
つ
迅
速
に
行
う
こ
と
で
、

初
動
対
応
を
含
め
た
災
害
対
応
力
の

向
上
を
図
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

当
社
は
全
国
に
約
2
万
1
0
0
0

店
舗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
い

る
た
め
、
首
都
で
あ
る
東
京
都
様
と
協

働
し
て
先
進
的
な
災
害
対
応
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
全
国
に
横

展
開
が
可
能
な
産
官
連
携
の
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
に
な
り
う
る
と
考
え
ま
す
。
今

後
も
ご
協
力
を
賜
り
な
が
ら
、
産
官
学

連
携
を
強
化
し
、
日
本
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
向
上
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、「
セ

ブ
ン
V
I
E
W
」の
さ
ら
な
る
発
展
に

寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

打
ち
合
わ
せ
を
し
た
時
か

ら
、
検
討
や
実
行
に
お
い
て「
こ
の

ス
ピ
ー
ド
感
に
つ
い
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
な
」
と
、
研
究
組
織
と

の
マ
イ
ン
ド
の
差
を
感
じ
ま
し
た
。
防

災
科
研
は
国
立
研
究
開
発
法
人
で
あ
り
、

意
思
決
定
や
実
行
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
感

に
つ
い
て
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
慎
重
さ

が
強
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、自
然
災
害
は
常
に「
待
っ
た

な
し
」で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

防
災
研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
S
E
J
様
と
の
災
害
予
測
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
最
初
か
ら
1
0
0
％

の
精
度
や
完
成
度
を
求
め
る
の
で
は
な

く
、
ま
ず
は
実
用
化
に
落
と
し
込
ん
で

か
ら
課
題
を
抽
出
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
を
図
る
な
ど
、体
質
の
変
化
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

西
村　
防
災
科
研
様
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

手
続
き
や
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
当
社
の

 

産
官
学
連
携
に
お
け
る
課
題

西
村　
デ
ー
タ
連
携
先
の
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
存
在
や
仕
様
が
課

題
と
な
り
得
ま
す
。「
セ
ブ
ン
V
I
E
W
」

は
社
内
外
の
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し
や
す

い
仕
様
で
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
連

携
先
の
シ
ス
テ
ム
も
そ
う
で
あ
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。
防
災
科
研
様
と
の
取
り

組
み
を
始
め
た
際
は
、
ま
だ
世
間
で
は

D
X
が
今
ほ
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
、
技
術
的
な
面
で
双
方
に
差
が
あ

り
ま
し
た
。

　

当
社
は
、
企
業
と
し
て
事
業
拡
大
と

事
業
継
続
性
を
両
面
で
強
化
す
る
た
め
、

D
X
に
積
極
的
に
投
資
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
治
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
を

デ
ー
タ
連
携
の

カ
ギ
を
握
る
D
X
の
推
進

産
官
学
連
携
に
お
け
る

今
後
の
可
能
性
と
見
通
し

※
W
E
B
解
析
デ
ー
タ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
に
基
づ

い
て
判
断
・
ア
ク
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

鼎
談
の
様
子
は
、

下
記
よ
り
動
画
で
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

11
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連 結 業 績

連結貸借対照表

連結キャッシュ・フロー計算書

主な事業セグメント別営業利益

営業収益 親会社株主に帰属する当期純利益営業利益

2024年2月期決算の詳細は、
セブン ＆ アイHLDGS.  WEBサイト
「IR資料室」へ

　営業活動によるキャッシュ・フローは、主に
税金等調整前当期純利益の計上や百貨店
譲渡関連損失の計上などにより収入とな
り、投資活動によるキャッシュ・フローは、主
に新規出店や既存店投資にともなう有形固
定資産の取得、DX投資にともなう無形固
定資産の取得などにより支出となりました。
財務活動によるキャッシュ・フローは、社債
の償還や長期借入金の返済、自己株の取得
などにより支出となりました。以上の結果、
現金及び現金同等物の期末残高は、1 兆
5,624億円となりました。

スーパーストア事業

国内コンビニエンスストア事業

イトーヨーカ堂　営業利益前期差： −16億円
［ 主な増減要因 ］ 収入+303億円、営業総利益率−104億円、販売管理費−215億円

セブン‐イレブン・ジャパン　営業利益前期差：+181億円
［ 主な増減要因 ］ 収⼊+326億円、荒利率+75億円、販売管理費 −220億円
地域やメニューなどのテーマを設定しさまざまな商品を取り揃えるフェアの積極
展開やアプリを活用した販促などの各種施策が奏功したことにより、チェーン全店
売上は5兆3,452億43百万円（前年同期比103.8％）となり、営業利益は2,510億
29百万円（同107.8％）となりました。+8.0%伸び率

2,320億円
2023年2月期 2024年2月期

2,505億円

人流回復に加え原材料価格高騰への適切な値上げ対応および販売促進施策が奏功し、
販管費は増加したものの、営業利益は187億1百万円（同103.8％）となりました。

ヨークベニマル　営業利益前期差：+6.8億円　
［ 主な増減要因 ］ 収入+66億円、荒利率+3.1億円、販売管理費 −63億円

収益性改善に向けた抜本的変革と成長施策の実行を進めています。ヨークとの吸収合
併により売上高は前年を上まわりましたが、12億5百万円の営業損失（前年同期は4
億8百万円の営業利益）となりました。

+9.6%伸び率

123億円
2023年2月期 2024年2月期

135億円

0

　利益向上に見合った利益還元を行うことを基本方針とし、持続的な利益成長に合わせて増配していく「累進配当」を導入し、
2023年度から2025年度までの累計で総還元性向を50%以上とすることを目標としております。
　これらの方針の下、2023年12月1日から2024年5月31日までに、取得し得る株数75,000,000株(分割後)、取得総額
1,100億円を上限とした自己株式取得を実施中です。2024年2月29日には8,699,800株を消却いたしました。

　当連結会計年度は、アップデートされた中期経営計画における各事業戦略およびグループ戦略を推進いたしました。
　営業収益は米国におけるガソリンの価格下落と販売量の減少などの影響もあり減収となったものの、営業利益は主に国内・海外コン
ビニエンスストア事業が好調に推移したことにより過去最高益となりました。親会社株主に帰属する当期純利益は、株式会社そごう・
西武の株式譲渡関連損失の影響などにより減益となりました。

＊ 調整後：そごう・西武、バーニーズ ジャパン株式譲渡影響を調整した数値
注）1. 為替換算レート：U.S.＄1=140.67円 1元＝19.82円　
　  2. 2023年2月期より「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年3月31日）等を適用しています。　

現金及び
現金同等物の
期首残高

営業活動による営業活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー 現金及び

現金同等物に
係る換算差額

-1,854

10,000

15,000

20,000

5,000

25,000
（億円）

財務活動による財務活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー6,730

投資活動による投資活動による
キャッシュ・フローキャッシュ・フロー

-4,318

15,62416,747

現金及び現金及び
現金同等物の現金同等物の
期末残高期末残高-3,770

　総資産は為替の変動影響などにより前連結会計年度末に比べ
411億円増の10兆5,921億円となりました。流動資産は現金
及び預金の減少などにより減少、固定資産は海外コンビニエンス
ストア事業での使用権資産の増加などにより増加しました。

資産合計

2023年2月末 2024年2月末

80,000

60,000

40,000

20,000

0

100,000
（億円 ）

11

30,606

74,891

105,509

固定資産

流動資産

繰延資産

30,356

75,554

105,921

9.8

海外コンビニエンスストア事業 7-Eleven, Inc.　営業利益前期差：+173億円(うち為替影響：+266億円)　
［ 主な増減要因 ］ 収入+595億円、荒利率+257億円、販売管理費 −678億円
ヴァージニア工場の稼働などによる高品質なフレッシュフードの開発やオリジナル商品
の販売強化に加え、デリバリーサービス「7NOW」の展開、デジタル技術活用による
顧客ロイヤリティの向上に努め、チェーン全店売上は10兆2,004億14百万円（同
97.7％）となり、営業利益は4,139億66百万円（同104.4％）となりました。

2,897億円
伸び率 +4.1%

2023年2月期 2024年2月期

3,016億円

1株当たりの配当金

　負債は、そごう・西武の株式譲渡や7-Eleven, Inc. による長
期借入金の返済などにより2,113億円減少しました。純資産
は、利益剰余金や為替換算調整勘定の増加などにより2,524
億円増加しました。

負債純資産合計

2023年2月末 2024年2月末
0

100,000
（億円 ）

80,000

60,000

40,000

20,000 39,006

69,027

36,481

105,509 105,921

純資産

負債

2024年2月期2023年2月期 2025年2月期
予想

120,000

0

（億円）

80,000

40,000

118,113118,113 112,460112,460114,717114,717

11兆4,717億円 -2.9%伸び率

株 主 還 元 方 針

※2024年3月1日付で普通株式1株を3株に株式分割しました。2020年度の期首に株式分割が行われたと仮定し算出しております。( )は株式分割前の金額　  　 

33.3 円
（100.0円）

17.3 円

16.0 円
2022年2月期

32.8円
（98.5円）

17.0 円

15.8 円
2021年2月期

37.6 円
（113.0円）

18.8 円

18.8 円

2024年2月期 2025年2月期予想

40.0 円

20.0 円

20.0 円

2023年2月期

37.6 円
（113.0円）

17.8 円

16.5 円

3.33.3円円
期末

中間

記念配当

235

2024年2月期2023年2月期 2025年2月期
予想

6,000

0

（億円）

4,000

2,000

5,4505,4505,0655,065

5,342億円 +5.5%伸び率

5,3425,342

66,914

国内外コンビニエンスストアが好調に推移し、
営業利益は過去最高益を達成

2024年2月期 決算概況

3,000

0

（億円）

2,000

1,000

2,9302,930

2,246億円
調整後＊前期比 102.6%調整後＊ 2,883億円

79.9%前期比

2024年2月期

2,2462,246
2,8832,8832,8092,809

2023年2月期 2025年2月期
予想

金融関連事業 セブン銀行
国内ATM設置台数は27,370台（前連結会計年度末差481台増）となりました。預貯金
金融機関の取引件数の回復やノンバンク取引の増加などにより、1日1台当たりのATM
平均利用件数は104.6件（前年同期差3.5件増）となりました。

+2.8%伸び率

371億円
2023年2月期 2024年2月期

381億円
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株 式 の 状 況
（2024年2月29日現在）

所有者別分布状況

所有者区分 株式数（株） 株主数（名）

■金融機関 277,287,734 180

■金融商品取引業者 53,647,998 46

■その他の法人 147,462,509 1,395

■外国法人等 316,993,908 1,110

■個人・その他 82,350,034 84,978

取締役	代表取締役社長	 井阪 隆一
	 代表取締役副社長	 伊藤 順朗
	 取締役	 永松 文彦
	 取締役	 ジョセフ・マイケル・デピント
	 取締役	 丸山 好道
	 取締役	 脇田 珠樹
	 取締役	 スティーブン・ヘイズ・デイカス＊1

	 取締役	 米村 敏朗＊1

	 取締役	 井澤 吉幸＊1

	 取締役	 山田 メユミ＊1

	 取締役	 ジェニファー・シムズ・ロジャーズ＊1

	 取締役	 和田 眞治＊1

	 取締役	 八馬 史尚＊1

	 取締役	 ポール 与那嶺＊1

	 取締役	 エリザベス・ミン・マイヤーダーク＊1

監査役 常勤監査役 　　　幅野 則幸
常勤監査役 　　　手島 伸知
監査役	     原 一浩＊2

監査役	     稲益 みつこ＊2

監査役	     松橋 香里＊2

会 社 情 報

設立 2005年9月1日

本店所在地 東京都千代田区二番町8番地8

資本金 500億円

従業員数 1,074名（連結77,902名）

上場取引所 東京証券取引所プライム市場

証券コード 3382

決算期 2月末日

定時株主総会 5月中

定時株主総会の株主確定基準日 2月末日

配当基準日 2月末日および8月31日

単元株式数 100株

公告方法 電子公告
https://www.7andi.com/ir/koukoku.html
事故その他やむを得ない事由によって電子
公告による公告ができない場合には、日本
経済新聞に掲載いたします。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部
TEL　0120-232-711（通話料無料）

会社概要（2024年2月29日現在）

会社法第2条第15号に定める社外取締役
会社法第2条第16号に定める社外監査役

＊１
＊２

役員（2024年5月28日現在）

2
0
2
1
年
に
中
期
経
営
計
画
を
公
表

し
て
以
来
、
当
社
は「
総
合
小
売
業
」
を
目

指
す
方
針
か
ら
脱
却
し
、「
食
」
を
中
心
と

し
て
国
内
外
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
事
業

へ
の
集
中
を
加
速
す
る
と
と
も
に
、
事
業

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
と
最
適
運
営
に

向
け
た
取
り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

2
0
2
3
年
3
月
に
は
、
独
立
社
外
取

締
役
の
み
で
構
成
さ
れ
る
戦
略
委
員
会
を
設

置
し
、
当
社
グ
ル
ー
プ
の
重
要
戦
略
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
や
最
適
グ
ル
ー
プ
構
造
を
客
観
的

視
点
か
ら
評
価
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
般
、
戦
略

委
員
会
か
ら
取
締
役
会
に
対
し
て
包
括
的

な
提
言
が
提
出
さ
れ
、
取
締
役
会
に
お
け
る

真
摯
か
つ
充
分
な
議
論
を
経
て
、
当
社
グ

ル
ー
プ
の
中
長
期
的
な
企
業
価
値
・
株
主
価

値
の
最
大
化
に
向
け
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
進
捗
に
つ
い

て
は
適
時
適
切
に
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

連
結
業
績
の
進
捗
報
告
と

今
後
の
展
望
に
つ
い
て

当社グループ戦略実行の軌跡

当社グループの今後の具体的なアクションプラン

セブン& アイHLDGS.
取締役 常務執行役員
最高財務責任者（CFO）

丸山 好道

当社グループの中長期的な企業価値・株主価値の最大化を目的とした戦略委員会からの提言をふまえ

成長加速に向けた
具体的アクションプラン
の策定

成長余地の大きな北米CVS市場における成長加速と収益性の改善
グローバルCVS事業におけるアグレッシブな事業計画の策定・投資の実行
グローバル成長の礎となるIT／DX戦略とコスト競争力を高めるIT／DXガバナンス構築
首都圏SSTの変革完遂と成長に向けたモニタリングと実行支援
グループにおける小売×金融のシナジー最大化

長期的成長と
企業価値を高める
グループ構造への移行

❖ 日本・北米を含むグローバルCVS事業の一体運営を実現するために、今後、CVS事業のリーダーシップ体制・
マネジメント体制の統合に取り組む

❖ SST事業は、変革を通じて、自立的な再成長フェーズが見渡し得る経営体制の確立、独立した企業体として
独自の財務規律を持って成長の方向性を自ら定め、従業員が事業の成長に強く関与できるグループ事業構
造の実現を目指す。具体的には、当社によるSST事業の一部持分の継続保持およびCVS事業とSST事業の間
の食品開発領域における協働体制の維持を前提に、抜本的変革の先にあるSST事業の持続的成長のため
の有力な選択肢の一つとして、現実的に最速のタイミングでのSST事業のIPO実現に向けた検討を開始

投資家エンゲージメント
の強化

❖ 当社のミッションひいては株主価値の向上に向けた取り組みが明快かつ透明性を持ってお伝えできるよう、
投資家を重視し、エンゲージメントを行っていく

❖ 投資家の皆様からの声に引き続き傾聴し、当社の具体的な戦略、成長の道筋、進捗状況に関するコミュニケー
ション体制について、課題の検証や強化に向けた取り組みを継続

A

B

C

1

3

2

4

5

株主数

87,709名

株式の総数

発行可能株式総数
発行済株式総数

4,500,000,000株
877,742,183株

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） ……… 129,904 14.8%

伊藤興業株式会社 ………………………………………… 70,701 8.1%

株式会社日本カストディ銀行（信託口） …………………… 44,644 5.1%

JP MORGAN CHASE BANK 385632 ……………… 33,070 3.8%

SSBTC CLIENT OMNIBUS ACCOUNT ………… 21,938 2.5%

SMBC日興証券株式会社 ………………………………… 18,905 2.2%

日本生命保険相互会社 …………………………………… 17,672 2.0%

三井物産株式会社………………………………………… 16,222 1.9%

STATE STREET BANK WEST CLIENT-TREATY 505234 … 14,317 1.6%

日本証券金融株式会社 …………………………………… 12,419 1.4%

大株主 （千株） （持株比率）

※持株比率は、自己株式を控除して試算しております。なお、自己株式には「役員報酬BIP信託」および「株式付与ESOP信託」が保有する株式数は含まれておりません。
※2024年3月1日付で普通株式1株を3株に分割しました。上記は株式分割前の数値です。



初回のみ 基準日（2024年8月末日）現在の株主名簿上で、
当社株式を100株以上保有されている株主様

2回目以降 基準日（毎年2月末日）現在の株主名簿上で、
当社株式を100株以上保有されている株主様

対
象
株
主

セ
ブ
ン
&
ア
イ
共
通
商
品
券

優
待
の
内
容

継
続
保
有
年
数
に
つ
い
て

保有株式数および継続保有期間に応じて、当社グループ共通でご利用いただけるセブン＆アイ共通
商品券※1もしくは社会貢献活動団体への寄付※2のいずれかを選択いただけます。

継続保有期間は、「基準日（初回は2024年8月末日、以降は毎年2月末日）において、同一の株主
番号で株主名簿に連続して記載された期間」とします。
初回の株主優待においては、2021年8月末から2024年8月末までの期間において、同一の株主
番号で株主名簿に連続して記載されている株主様が長期保有特典の対象となります。

権利確定

株主名簿に記載されている株主番号が変更となる可能性のある事例

保有株式数 継続保有期間3年未満※3 継続保有期間3年以上※3

100株〜 2,000円分 2,500円分

400株〜 2,500円分 3,000円分

700株〜 3,000円分 3,500円分

※1 一部ご利用できない店舗、商品・サービスもございます

※2 社会貢献活動団体への寄付については、当社より、WFP
国連世界食糧計画（国連WFP）に、公式支援窓口である
国連WFP協会を通じて、寄付させていただきます

※3 継続保有期間は、「基準⽇（初回は2024年8⽉末⽇、
以降は毎年2⽉末⽇）において、同⼀の株主番号で株
主名簿に連続して記載された期間」とします

※2回目以降は毎年2月末日を基準日とし、年に1回、6月以降に発送

  保有株式をすべて売却した後に、再度購入した場合
  婚姻や転居により、株主名簿に記載の氏名・住所が変更となった場合
  相続などにより株式の名義人が変更となった場合
  株式をお預けの証券会社を変更した場合
  保有株式を一般口座・特定口座からNISA口座に切り替えた場合、またはその逆の切り替えをした場合
  証券会社の貸株サービスをご利用されている場合※

※貸株サービスをご利用された場合、株式の所有権が貸出先に移転するため株式の名義が変更となります。なお、貸株をご本人の名義に
戻した時点で新たに株主番号が割り当てられる可能性があります。

＊WFP国連世界食糧計画（国連WFP）は、飢餓ゼロを使命とする国連唯一の食料支援機関です

セブン&アイ共通商品券 国連WFP＊への寄付どちらかを選択

このたび、より多くの株主の皆様に中長期的に保有いただくとともに、当社グループ店舗でのお買物
を通じて、事業に対するご理解をよりいっそう深め、当社グループのさらなるファンになっていただく
ことを目的として、株主優待制度を導入することといたしました。

導入の目的

セブン＆アイ共通商品券についての詳細は、
セブン＆アイHLDGS. のホームページをご覧ください。

※当社株主名簿に記載されている株主番号が変更されると、継続保有の株主優待の贈呈対象から外れてしまいます。
下記の事項に該当する場合は、当社の株主名簿に記載されている株主番号が変更となる可能性がございますので、ご注意ください。

2021年8月末 2022年8月末 2023年8月末 2024年8月末

セブン&アイ共通商品券

500円分を
追加贈呈

（寄付金額も同様に増額）

継続保有 3年以上  保有株式数 100株以上

▲ 見本

ご利用可能店舗の代表例

株主優待の流れ

2024年8月28日（水）

権利付売買最終日

2024年8月29日（木）

権利落ち日

2024年8月31日（土）

優待基準日

2024年8月31日（土）

権利確定 商品券の発送
および寄付の実施

2024年12月以降

優待申込ハガキを
発送・受け取り

2024年11月頃

商品券もしくは寄付を選択
（必要事項を記入のうえ、優
待申込ハガキをご返送くだ
さい）

優
待
品
贈
呈
ま
で
の
流
れ

株主優待制度
導入のお知らせ

17 16

株主優待制度



セブン＆アイグループの強みを活かした「SIPストア」の幅広い品揃え

CLOSE UP

CLOSE UP

企業情報

企業情報
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セ
ブ
ン
&
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
で
は
、
２
０
２

４
年
度
、
グ
ル
ー
プ
18 
社
に
５
５
６
名
が
入
社
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
４
月
１
日
の
入
社
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
代
表
取
締
役
社
長
の
井
阪
よ
り
新
入
社
員
へ
向
け

て「
常
に
世
の
中
の
変
化
を
感
じ
取
る
姿
勢
、
広
い
視

野
を
持
ち
挑
戦
す
る
姿
勢
、
社
会
課
題
を
強
く
意
識

し
、
と
も
に
解
決
し
て
い
く
姿
勢
を
持
つ
こ
と
を
心
が

け
て
ほ
し
い
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
入
社
員
は
今
後
、
各
事

業
会
社
に
て
研
修
を
行
い
、

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
を
醸

成
す
る
と
と
も
に
、
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
グ
ル
ー
プ
は
次
世
代
を

担
う
人
財
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

グループ各社の注目ニュースをお届けします

NEWS TOPICS&&

NEWS ＆ TOPICS

4月1日

2024年

1月-4月

各事業会社の新入社員が、入社後の
決意を色紙にしたためました。

1

2月29日

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

は
、
お
客
様
の
消
費
行
動
や
生
活
に
対

す
る
価
値
観
の
変
化
、
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
た
め
に
、
グ
ル
ー
プ
の
知
見
を

活
か
し
た
新
コ
ン
セ
プ
ト
店
舗「
S
I
P

ス
ト
ア
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
よ
り
、
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は

「
S
E
J
・
I
Y
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
S
I
P
）」を
た
ち
あ
げ
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
相
互
供
給
、
店
舗
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
テ
ー
マ
で
シ
ナ
ジ
ー
の
最
大
化

を
進
め
て
き
ま
し
た
。「
S
I
P
ス
ト
ア
」

は
今
後
の
新
た
な
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
の

姿
を
検
討
し
て
い
く
た
め
、
売
場
面
積
を

広
げ
て「
P
e
a
c
e 

D
e
l
i
」で

製
造
さ
れ
た
鮮
魚
や
精
肉
を
取
り
扱
う

な
ど
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
が
持
つ
生
鮮
食

品
の
品
揃
え
や
展
開
方
法
な
ど
の
ス
キ
ル

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
ま
た
、
ア
カ
チ
ャ

ン
ホ
ン
ポ
、
ロ
フ
ト
と
い
っ
た
グ
ル
ー
プ
商

品
も
取
り
扱
い
ま
す
。

　
今
後
も
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
地

域
の
皆
様
に
愛
さ
れ
る
お
店
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。

2

3

▪�鮮魚：食卓への出現頻度が高い魚種を選定
▪�精肉：料理用途に応じた牛肉・豚肉・鶏肉をバランスよく品揃え

▪�チルド商品：通路を挟む形でチルドケースを配置
▪�冷凍食品：幅広いカテゴリーの商品約260アイテムを品揃え

▪�ベビー用品の品揃え（アカチャンホンポと連携）
▪�日常使いの雑貨提案（ロフトと連携）

鮮魚・精肉の取り扱い（Ｐｅａｃｅ Ｄｅｌｉ）

�チルド商品・冷凍食品の品揃え拡大

グループ商品の展開

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の
新
た
な
シ
ナ
ジ
ー
を
創
出

新
コ
ン
セ
プ
ト
店
舗「
S
I
P
ス
ト
ア
」オ
ー
プ
ン

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ

合
計
５
５
６
名
が
入
社

約
3
0
年
に
わ
た
る
商
社
勤
務
を
経
て
、

5
年
前
に
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
に
入
社
し
ま

し
た
。
そ
の
際
、大
髙
善
興
名
誉
会
長（
当

時
、
会
長
）
か
ら
た
だ
ひ
と
言
か
け
ら
れ

た
の
は
、「
現
場
で
働
く
従
業
員
の
気
持
ち

を
理
解
す
る
よ
う
に
」と
い
う
言
葉
で
し

た
。
入
社
後
3
年
間
の
店
舗
勤
務
を
経
て

本
部
に
勤
務
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

今
で
も
そ
の
言
葉
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
当
社
の
歴
代
社
長
は
、
社
内

で
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
、
お
客
様
、売
場
、商

品
、
さ
ら
に
企
業
文
化
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面

で
、
当
社
の
一
員
と
し
て
経
験
を
培
っ
て

た
め
に
、
組
織
と
制
度
の
統
合
を
進
め
て

い
ま
す
。
イ
ン
ス
ト
ア
の
強
み
と
専
用
工

場
を
持
つ
強
み
の
双
方
を
活
か
し
、
売
場

の
生
産
性
や
効
率
を
高
め
て
、
魅
力
あ
る

品
揃
え
も
拡
充
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、

今
年
度
は
工
場
を
新
設
し
、
商
品
開
発
・

供
給
体
制
の
増
強
も
図
り
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
、
当
社
の
創
業
7
5

周
年
を
機
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、

「
食
で
つ
む
ぐ
、
幸
せ
の
場
所
。」
と
い
う

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
パ
ー
パ
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
し
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
を
地
域
の
お
客
様
に
と
っ
て
安

心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
、
ふ
る
さ
と

の
よ
う
な「
幸
せ
の
場
所
」
に
し
て
い
き

た
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
想
い
を
、
お
客
様
、
従
業
員
に
さ
ら

に
浸
透
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
今
後
、
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
で
の
具
現
化
や
店
舗
改
装

に
反
映
さ
せ
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
す
。

当
社
が
成
長
し
、
発
展
し
続
け
る
う
え

で
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
と
の
連
携

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
常
務
執
行
役
員
で

も
あ
る
立
場
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ
と
当
社

の
架
け
橋
と
な
っ
て
、「
食
」の
強
み
を
軸

と
し
た
グ
ル
ー
プ
の
ス
ー
パ
ー
ス
ト
ア
事

業
の
革
新
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
通
じ
て
連
携
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

き
ま
し
た
。
こ
の
点
、
私
は
社
歴
が
浅
く
、

経
営
に
あ
た
っ
て
も
歴
代
社
長
と
同
様
と

い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
れ
故
に
、
こ
れ
か
ら
は「
集
団
経
営
」

を
行
う
こ
と
を
、
社
長
就
任
の
際
に
従
業

員
の
皆
さ
ん
に
は
っ
き
り
と
伝
え
ま
し
た
。

こ
れ
は
、営
業
、管
理
、財
務
、
Ｄ
Ｘ
の
4

つ
の
本
部
を
設
け
て
社
長
直
轄
と
し
た
新

た
な
組
織
体
制
に
も
表
れ
て
い
ま
す
。
経

営
に
関
す
る
決
断
は
、
私
が
責
任
を
持
っ

て
行
い
ま
す
が
、
組
織
運
営
に
あ
た
っ
て

は
、
4
本
部
長
お
よ
び
新
設
し
た
経
営
企

画
室
長
、
そ
し
て
私
の
、
6
人
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
の
知
見
や
経
験
を
結
集
し
て
、
複

雑
か
つ
専
門
化
す
る
経
営
課
題
に
対
し
て

チ
ー
ム
と
し
て
改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

当
社
が
店
舗
を
展
開
す
る
東
北
、
北
関

東
の
5
県
は
、
と
く
に
福
島
県
や
山
形
県

を
中
心
に
、人
口
減
少
が
顕
著
で
す
。
人
口

減
少
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
だ
け
で
な
く
、

店
舗
運
営
に
不
可
欠
な
人
財
の
確
保
に
と
っ

て
も
、大
き
な
問
題
で
す
。
か
つ
て
は
、店

舗
数
の
1
割
程
度
を
新
店
が
占
め
、
持
続

的
な
出
店
が
成
長
の
重
要
な
原
動
力
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、人
口
減
少
に

よ
り
、
当
社
が
目
指
す
質
の
高
い
店
舗
運

営
に
必
要
な
人
財
を
確
保
し
つ
つ
、
新
規

出
店
を
続
け
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い

ま
す
。
現
状
、
新
規
出
店
は
仙
台
市（
宮

城
県
）、
宇
都
宮
市（
栃
木
県
）な
ど
人
口

減
少
率
が
比
較
的
低
い
エ
リ
ア
を
中
心
に

進
め
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
成
長

し
続
け
る
う
え
で
、
人
口
減
少
の
時
代
に

即
し
た
対
応
を
危
機
感
を
持
っ
て
進
め
る

こ
と
が
、使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
の
魅
力
の
一
つ
は
、

イ
ン
ス
ト
ア
調
理
に
よ
っ
て
、
鮮
度
感
・

で
き
立
て
感
の
あ
る
惣
菜
な
ど
を
お
客
様

に
提
供
し
て
い
る
点
で
す
。
こ
の
魅
力
を

維
持
し
な
が
ら
、
現
場
の
作
業
負
担
を
軽

減
し
て
、
生
産
性
を
高
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
差
別

化
の
核
と
な
る
惣
菜
を
さ
ら
に
強
化
す
る

専
門
的
な
知
見
を
結
集
し
た

「
集
団
経
営
」
を
推
進

人
口
減
少
の
時
代
を
克
服
す
る

成
長
戦
略
を
推
進

人
口
減
少
の
時
代
に
即
し
た

成
長
戦
略
を
追
求

１９６９年11月１４日生まれ。慶應義
塾大学法学部法律学科卒。９２
年総合商社入社、２０１９年ヨー
クベニマル入社、２０年執行役
員、２１年取締役執行役員、２３
年取締役専務執行役員、２４年
３月よりセブン＆アイ・ホールディ
ングス 常務執行役員と現職を
兼務。

株式会社 ヨークベニマル
代表取締役社長

大髙 耕一路
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1月10日

2月8日

 

セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
•
ジ
ャ
パ
ン
、セ
ブ
ン
銀
行

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

社会・環境活動

企業情報

ロ
フ
ト

3月1日 社会・環境活動

2021

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
直
営
農

場
セ
ブ
ン
フ
ァ
ー
ム
東
京（
立

川
）平
野
さ
ん
の「
ほ
う
れ
ん
草
」が
、

み
ど
り
戦
略
を
推
進
す
る
農
林
水
産
省

か
ら
令
和
５
年
度
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
見
え
る
化
実
証
事
業
で
、最
大
の
星

３
つ
を
獲
得
し
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
６

店
舗
に
て
実
証
販
売
し
ま
し
た
。

セブン – イレブンのマルチコピー機で受取

令和６年能登半島地震被害　第２次募⾦寄託のご案内

農
林
水
産
省
の
み
ど
り
戦
略
に
基
づ
く

農
産
物
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減

「
見
え
る
化
」実
証
事
業
を
開
始

セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
で
各
種
証
明

書
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
受
け
取
れ
る

「
コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
受
取
サ
ー
ビ
ス
」開
始

　
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

セ
ブ
ン
銀
行
は
、
全
国
の
セ
ブ
ン

-

イ

レ
ブ
ン
に
設
置
さ
れ
て
い
る
マ
ル
チ
コ

ピ
ー
機
で
残
高
証
明
書
や
保
険
料
控

除
証
明
書
な
ど
の
企
業
発
行
の
証
明

書
を
原
則
24
時
間
３
６
５
日
す
ぐ
に

受
け
取
れ
る「
コ
ン
ビ
ニ
証
明
書
受
取

サ
ー
ビ
ス
」を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
各
種
証
明
書
な
ど
の
発
行
は
、

申
請
か
ら
受
取
ま
で
約
10
日
程
度
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
同
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
れ
ば
最
短
当
日
中
に
受
取
可

能
と
な
り
ま
す
。
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ

ル
ー
プ
の
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
活
用
し
、

利
便
性
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努

め
ま
す
。

3月6日

セ
ブ
ン
＆
ア
イ・フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ

企業情報

全
国
計
３
１
７
店
舗
募
金
を

国
連 

W 

F 

P
協
会
に
寄
贈

　
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ

ス
テ
ム
ズ
は
、国
際
連
合
世
界

食
糧
計
画
W
F
P
協
会（
以

下
、国
連
W
F
P
協
会
）に
店
頭
募
金

の
全
額
１
２
７
万
５
９
８
３
円
を
寄
贈

し
、感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。国
連

W
F
P
協
会
は
、飢
餓
を
な
く
す
こ
と

を
使
命
に
活
動
す
る
国

連
唯
一
の
食
料
支
援
機
関

で
す
。今
後
も「
食
」に
関

す
る
活
動
に
賛
同
し
、支

援
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
「
A
I 

‐ 

K
A
T
A
」は「
小
売
従
業

員
の〝
相
方
〞に
な
る
」こ
と
を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、店
舗
業
務
に
お
い
て
業
務
負
荷

の
大
き
い
売
価
変
更
作
業
を
効
率
化
す

る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。現
場
の
従

業
員
が
直
面
す
る
課
題
に
着
目
し
、

ニ
ー
ズ
に
寄
り
添
っ
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
点
が
評
価
さ
れ
、「
第
２
回
S
U
P

E
R 

‐ 

D
X
コ
ン
テ
ス
ト
」ア
イ
デ
ア
部

門
に
お
い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
A 

I ︲ 

K
A
T
A
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

経
済
産
業
省
主
催
の「
S
U
P
E
R
︲

D 

X
コ
ン
テ
ス
ト
」優
秀
賞
を
受
賞

2月14日

セ
ブ
ン
＆
ア
イ
H
L
D
G
S
．

受 賞

3月8日

セ
ブ
ン
銀
行

受 賞

J
D
M
C
主
催
の

「
2
0
2
4
年
デ
ー
タ
マ
ネ
ジ
メン
ト
賞
」で

「
デ
ー
タ
活
用
賞
」を
受
賞

　
セ
ブ
ン
銀
行
は
、「
2
0
2
4
年
デ
ー

タ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
賞
」に
て
デ
ー
タ
活
用

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
行
っ

て
き
た
、顔
認
証
技
術
の
導
入
に
よ
る

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化
や
A
T
M
運
営
の

効
率
化
な
ど
A
I
・
デ
ー
タ
の
活
用
で

高
度
化
し
た
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
A
I
・
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
さ
ら
な
る
挑
戦
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

2月3日 企業情報

赤
ち
ゃ
ん
本
舗

　
赤
ち
ゃ
ん
本
舗
は
日
産
自
動
車
と
協

業
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
お
子
様
の
み
で
の

ド
ラ
イ
ブ
中
の
安
全・安
心
な
運
転
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
、子
守
り
支
援

ロ
ボ
ッ
ト「IN

T
E

L
L

IG
E

N
T 

P
U

P
P

ET 

イ
ル
ヨ
」

の
コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル

を
開
発
し
ま
し
た
。

　

赤
ち
ゃ
ん
本
舗
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
暮
ら

し
を
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
通
し
て
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

日
産
自
動
車
と
協
業
し
、

運
転
中
の
子
守
り
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

「INTELLIGENT PUPPET 

イ
ル
ヨ
」開
発

1 月 25 日（ 木 ） 3 月 8 日（ 金 ）

ザ・ガーデン自由が丘 
大森店 東京都大田区大森北2丁目13番1号 上大岡ロフト 神奈川県横浜市港南区上大岡西1丁目6番1号　

京急百貨店3階

2 月 22 日（ 木 ） 4 月 12 日（ 金 ）

ヨークベニマル
いわき平店 福島県いわき市平六町目6番2号 小豆沢ロフト 東京都板橋区小豆沢3丁目9番5号 

セブンタウン小豆沢

2 月 29 日（ 木 ） 4 月 19 日（ 金 ）
「SIPストア」
セブン-イレブン
松戸常盤平駅前店

千葉県松戸市常盤平1丁目20番1号 蘇我ロフト 千葉県千葉市中央区川崎町 52番7号 
アリオ蘇我１階

新 店 情 報

▪�店頭募金およびWEB募金
　第2次期間（1月22日（月）から2月18日（日））
　募金総額：1億9,928万4,245 円
　実施店舗：�全国のセブン&アイグループ各店にて実施 

合計 22,523店舗
　�※一部店舗では実施していない場合がございます
　�　（�セブンマイルプログラム、セブン銀行、セブン・カードサービス

はインターネットにて受付。 また、セブン銀行では全国27,000台
以上のセブン銀行ATMでも支援金を受付）

「Myセブン銀行」アプリでお申し込み

スマホ宛に印刷用二次元バーコード着信

1

2

3

買
物
袋
を
紙
製
に
全
面
切
替
え

　
ロ
フ
ト
は
、２
０
２
４
年
３

月
１
日
よ
り
ロ
フ
ト
全
店
に
て

す
べ
て
の
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
有
料
買
物

袋
を
廃
止
し
、紙
製
の
袋
へ
全
面
切
替

え
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
も「
ロ
フ
ト 

グ

リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
マ
イ

バッ
グ
の
推
進
や
バ
イ
オ
マ
ス
素
材
の
買

物
袋
導
入
な
ど
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。今
後
も
環

境
視
点
の
取
り
組
み
を
強

化
し
て
い
き
ま
す
。

2月28日

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

企業情報　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
は
、全
国

の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
と
ヨ
ー

ク
全
店
舗
で「
食
料
危
機
下
の
子
ど
も

の
栄
養
改
善
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

支
援
す
る
た
め
の
募
金
活
動
を
実
施

し
、総
額
６
５
０
万
９
６
１
９
円
を

寄
贈
し
ま
し
た
。
今
後
も
事
業
活
動

を
通
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
的
課
題

の
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。

「
食
料
危
機
下
の
子
ど
も
の

栄
養
改
善
支
援
プ
ロ
ジェク
ト
」へ

募
金
を
寄
贈

2月29日

セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
•
ジ
ャ
パ
ン

企業情報

ア
ル
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し
た

「
P
r
e
m
i
A
L 

Ｒ
７０
」を

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
に
日
本
初
導
入

　
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、脱
炭
素
社
会
の
推
進

に
向
け
て
、
原
材
料
の
70
%

に
ア
ル
ミ
リ
サ
イ
ク
ル
材
を
使
用
し
、製

造
工
程
に
お
け
る
C
O
2
排
出
量
を
約

55
％
削
減
す
る
L
I
X
I
L
の
ア
ル

ミ
形
材「
P
r
e
m
i
A
L 

R
70
」

を
国
内
で
初
め
て
セ
ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン 

三
郷
上
彦
名
店
に
導
入
し
ま
し
た
。

　

L
I
X
I
L
が
生
み
出
し
た
循
環

型
低
炭
素
ア
ル
ミ
形
材
を
活
用
し
セ

ブ
ン

-

イ
レ
ブ
ン
店
舗
の
建
築
に
お
け

る
環
境
配
慮
に
も
踏
み
込
む
こ
と
で
、

C
O
2
排
出
量
の
削
減
や
資
源
循
環

を
目
指
し
ま
す
。

将
来
的
に
は
、
改

装
店
舗
な
ど
か
ら

回
収
し
た
ア
ル
ミ

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て

ア
ル
ミ
形
材
を
つ
く

り
、
新
店
舗
の
建

設
に
再
利
用
し
て

い
く
、
水
平
リ
サ

イ
ク
ル
も
視
野
に

入
れ
た
導
入
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

▪�北陸復興応援フェア（ヨークベニマル）
　�2月9日（金）から2月11日（日）にヨークベニマル
にて実施。対象商品売上の一部を各県の義援金の受
付口座へ送金。

　�石川県：260万円、新潟県：32万5,000円、
　富山県：32万5,000円
　総額：325万円

4月23日、投資家・アナリストの皆様を対象とした「セブン＆アイ・
ホールディングス『IR Day 2024』」をオンラインにて開催しました。
当日の資料および動画は、セブン＆アイ・ホールディングスHPに掲載
しております。

セブン＆アイHLDGS.
『IR Day 2024』を開催

『IR Day 2024』の資料および動画はこちらから  �



代表者： 代表取締役社長 藤本 圭子
事業内容： 椎茸栽培、一般印刷、コピーサービス
従業員数： 38名 (うち障がい者 22名)

※2024年３月末時点
本社所在地：  北海道北見市富里222-1
事業所： 北見事業所、東京事業所

「緑の大地」を意味するフランス語を社名に冠したテル
べは、緑豊かなオホーツクの大地で設立された、セブ
ン＆アイHLDGS.の特例子会社です。同社はノーマラ
イゼーションの実践企業として、障がい者雇用を進め
るためのノウハウ蓄積、グループ内外への発信、椎茸
事業、印刷事業の運営を行っています。

テルべ公式HPはこちら▶︎

障
が
い
の
あ
る
方
も
高
齢
者
も

い
き
い
き
と
働
け
る
会
社

印
刷
と
椎
茸
栽
培
の

二
本
柱
を
推
進

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

啓
発
活
動

　
北
海
道
北
見
市
に
拠
点
を
構
え
る
テ
ル

べ
の
設
立
は
１
９
９
４
年
。
社
名
は
フ
ラ

ン
ス
語
で「
緑
の
大
地
」を
意
味
す
る
言
葉

で
、
そ
の
名
が
示
す
通
り
、
緑
豊
か
な
オ

ホ
ー
ツ
ク
の
大
地
に
根
を
張
り
、
今
年
で

設
立
30
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
テ
ル
べ
の
従
業
員
は
38
名
、
そ
の
う
ち

障
が
い
の
あ
る
従
業
員
は
22
名
で
す
。
知

的
障
が
い
、
下
肢
不
自
由
、
内
部
障
が
い
、

聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
働
い
て
お
り
、

創
業
時
か
ら
働
い
て
い
る
従
業
員
も
お
り

ま
す
。
加
え
て
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
高
齢
者
も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
で
、
印
刷
事
業
と
椎

茸
栽
培
事
業
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
０
４
年
か
ら
は
セ
ブ
ン
＆
ア
イ・
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
本
部
ビ
ル
内
で
の
コ
ピ
ー

業
務
も
担
い
、
こ
ち
ら
で
も
知
的
障
が
い

の
あ
る
従
業
員
が
２
名
働
い
て
い
ま
す
。

　
テ
ル
べ
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
々
が
長
く

働
く
た
め
の
支
援
制
度
を
充
実
さ
せ
て
い

ま
す
。
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
特
別
支
援

学
校
と
連
携
し
て
６
〜
８
週
間
と
長
め
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
を
設
け
、
一
般

就
労
に
適
し
て
い
る
か
を
確
認
し
、
仕
事

へ
の
意
識
や
適
性
を
見
極
め
て
い
ま
す
。

　
採
用
後
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
も
強
化
し
て

お
り
、
障
害
者
職
業
生
活
相
談
員
の
資
格

を
持
つ
従
業
員
が
12
名
、
障
が
い
特
性
を

ふ
ま
え
た
専
門
的
な
支
援
を
行
う
ジ
ョ
ブ

コ
ー
チ（
職
場
適
応
援
助
者
）
の
資
格
を

持
つ
者
も
１
名
常
勤
し
、
専
門
的
な
視
点

で
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
仕
事
の
現
場
で
は
、
従
業
員
が

無
理
な
く
働
け
る
よ
う
に
、
身
近
な
上
司

や
同
僚
が
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に

よ
っ
て
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ
た
教
育・

育
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
社
長
、
所
長
、
各
部
の
マ
ネ

ジ
ャ
ー
な
ど
が
月
に
一
度
集
ま
っ
て「
定

着
会
議
」
を
開
き
、
従
業
員
の
情
報
を
管

理
職
全
員
が
確
認
・
共
有
し
、
課
題
が
あ
れ

ば
対
処
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
半
年
に
１

回
、
従
業
員
と
親
族
、
テ
ル
べ
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
の
支
援
機
関
に
よ
る「
4
者

面
談
」を
行
い
、
課
題
や
悩
み
、
本
人
の
希

望
や
目
標
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
サ
ポ
ー
ト
を
続
け
る
こ
と

で
、
障
が
い
の
有
無
や
年
齢
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
人
が
平
等
な
立
場
で
仕
事

が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
印
刷・
コ
ピ
ー
事
業
は
、
印
刷
デ
ー
タ
の

作
成
か
ら
印
刷
、
製
本
加
工
ま
で
一
貫
製

造
し
て
お
り
、
従
業
員
の
適
性
に
合
わ
せ

て
各
パ
ー
ト
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
グ

ル
ー
プ
各
社
の
名
刺
や
研
修
テ
キ
ス
ト
、

ポ
ス
タ
ー
、
帳
票
類
、
封
筒
や
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
あ
ら
ゆ
る
印
刷
が
可
能
で
、
グ
ル
ー
プ

外
か
ら
の
仕
事
も
受
注
し
て
い
ま
す
。

　

現
場
で
は
、
た
と
え
ば
紙
を
切
る
順
番

に
合
わ
せ
て
断
裁
機
に
事
前
に
長
さ
を
登

録
し
て
お
く
な
ど
、
知
的
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
が
戸
惑
う
こ
と
な
く
作
業
で
き
る
よ

う
な
対
応
も
採
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
地

元
の
役
所
や
企
業
・
団
体
な
ど
に
も
受
注

先
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

　
椎
茸
事
業
は
２
０
１
８
年
か
ら
新
ブ
ラ
ン

ド「
て
る
べ
え
」を
展
開
し
、順
調
に
生
産
を

伸
ば
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
生
産
量
を
さ

ら
に
伸
ば
す
こ
と
が
目
標
で
、栽
培
環
境
の

整
備
、生
産
の
精
度
を
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す（
事
業
の
詳
細
は「
こ
だ
わ

り
の
産
地
を
訪
ね
て（
P
24
）」を
参
照
）。

　
テ
ル
べ
は
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
の

中
で
、
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
実
践

す
る
象
徴
的
存
在
で
あ
り
、
障
が
い
者
雇

用
を
促
進
す
る
た
め
の
研
究
機
関
的
な
役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
従

業
員
の
育
成
、
合
理
的
配
慮
の
事
例
を
重

ね
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー
プ
各
社
に
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
理
念
を
浸
透
さ
せ
、
障

が
い
の
あ
る
お
客
様
へ
の
接
客
方
法
を
含

め
た
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

を
は
じ
め
グ
ル
ー
プ
各
店
舗
に
は
、
毎
日

の
よ
う
に
障
が
い
の
あ
る
お
客
様
が
来
店

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
お
客
様
を
迎
え
入
れ

る
体
制
づ
く
り
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
商
品
開
発
や
店
舗
開
発
、
障
が
い
の
あ

る
従
業
員
の
採
用
・
育
成
に
、
テ
ル
べ
が

培
っ
て
き
た
知
見
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
、
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン・
ジ
ャ
パ
ン
、
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
各
社

の
障
が
い
者
雇
用
の
担
当
者
と
、
毎
月

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
ノ
ー
マ
ラ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
。

こ
こ
か
ら
手
話
の
ポ
ケ
ッ
ト
ガ
イ
ド
や
、
手

話
講
座
の
開
催
、
店
舗
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の

指
差
し
ス
テ
ッ
カ
ー
の
作
成
な
ど
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
月
発
行
す

る
広
報
誌「
テ
ル
べ
通
信
」
を
グ
ル
ー
プ

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
、
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
対
外
的
に
は
、
小
中
学
生
の

「
総
合
学
習
」や
、
企
業
、
市
民
団
体
な
ど
、

個
人
・
団
体
を
問
わ
ず
広
く
見
学
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　
「
め
げ
ず
・
た
ゆ
ま
ず
・
ほ
が
ら
か
に
」。

こ
れ
が
テ
ル
べ
の
合
言
葉
で
す
。
こ
の
言

葉
を
胸
に
、
テ
ル
べ
は
こ
れ
か
ら
も
ノ
ー
マ

ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
企
業
と
し
て
歩

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

学生や企業、市民団体などの
見学も広く受け入れています。

仕分け作業では、椎茸のサイズを誰でも判別できるようリング
を使用。

ノーマライゼーションを実践する
「テルべ」設立30年
セブン＆アイHLDGS.の特例子会社テルべは、この春創立30周年を迎え
ました。ノーマライゼーションを実践するグループ会社として、北海道の
地で今日も仲間たちが仕事に取り組んでいます。

◀判別用のリング
私たちの

未来へつなげる

セブン＆アイグループのサステナビリティ
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「北海道きのこ品評会（2008年）」にて北海道知事賞を受賞した、肉厚でおいしいしいたけ。2019年から
は、JGAP認証を取得しています。

セ
ブ
ン
＆
アイ
H
L
D
G
S
． の
特
例
子
会
社
テ
ルベ
が
、創
業
以
来
取
り
組
む

し
い
た
け
栽
培
。 障
が
い
の
あ
る
従
業
員
た
ち
が
てい
ね
い
に
育
て
た
し
い
た
け
は
、

「
て
る
べ
え
」と
い
う
名
前
で
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
を
中
心
に
グ
ル
ー
プ
の
各
店
な

ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。 お
い
し
い
し
い
た
け
が
育
つ
現
場
を
訪
ね
ま
し
た
。

培養棟の棚にズラリと並んだ菌床。この中で種菌たちは、栄養体の
糖類を分解しながら成長を続けています。

適期を⾒極め、剪定ばさみで切り取って収穫していきます。

かつて世界のハッカ市場の約７割以上
を占め、まちの発展を担った、北見市
のハッカ。その歴史は「北見ハッカ記
念館」で知ることができます。

変形したものや、多少黒ずんでいるものは、乾
燥しいたけにして商品化。「てるべえ」は主に道
内のイトーヨーカドー※、ダイイチ、セブン‐イレ
ブンなどで販売されています。
※一部、首都圏でも取り扱い中

従業員が協⼒し合い、ていねいに育てることで、
ふっくら⾁厚の「てるべえ」が⽣まれています。

こだわりの産地を訪ねて
「ひたむきな愛情」の
ムービーはこちら

し
い
た
け「
て
る
べ
え
」

北
の
大
地
で
大
切
に
育
て
ら
れ
た

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
／
ダ
イ
イ
チ
／
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン

北海道 北見市

しいたけができるまで

しいたけはナラやカバなど広葉樹のおが粉
でないと生えてきません。おが粉と水、栄
養体となる炭水化物をミックスしてポリ袋
に詰めます。これが菌床です。

培養棟の中で、菌床は上から徐々に白くなり、
１カ月で真っ白に。その後、また茶色に変わ
り、約100日間かけて焦げ茶色になります。

高圧釜で殺菌後に冷
却し、しいたけの種菌
を接種します。

100日経過し芽を出
したしいたけはすくす
くと成長し、収穫を
迎えます。

通
路
を
挟
ん
で
左
右
の
棚
に
ズ
ラ
ー
ッ
と

並
べ
ら
れ
た
菌
床
の
数
は
、
な
ん
と
８
万

個
！ 

所
ど
こ
ろ
で
ス
タ
ッ
フ
が
、
菌
床
に

異
常
が
な
い
か
確
認
し
て
い
ま
す
。

棚
を
見
る
と
、菌
床
の
色
は
茶
色
一
色
か

ら
白
の
混
じ
っ
た
マ
ー
ブ
ル
模
様
、
焦
げ

茶
色
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。
時
間
の
経
過
と
と

も
に
、
菌
床
の
中
で
多
様
な
変
化
が
起
き

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

「
こ
の
状
態
で
約
１
０
０
日
置
き
、
積
算

温
度
が
２
０
０
０
℃
に
な
っ
た
頃
に
、菌
床

を
包
ん
で
い
る
ポ
リ
袋
を
破
り
ま
す
。
こ

の
刺
激
に
よ
っ
て
、菌
は
子
孫
を
残
そ
う
と

活
発
に
成
長
を
始
め
、
２
〜
３
日
で
芽
が

つ
き
、
6
〜
7
日
後
に
は
収
穫
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」

　

所
長
の
千
葉
浩
史
さ
ん
が
、
小
さ
な
芽

の
出
た
菌
床
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
隣

の
棚
に
は
、立
派
に
成
長
し
た
し
い
た
け
も
。

そ
の
し
い
た
け
を
、
ス
タ
ッ
フ
が
手
慣
れ
た

様
子
で
収
穫
し
て
い
ま
す
。

「
収
穫
を
終
え
た
菌
床
は
、
2
週
間
ほ
ど

休
ま
せ
ま
す
。
そ
の
後
、一
晩
水
に
浸
け
て

取
り
出
す
と
、
ま
た
芽
が
出
て
き
ま
す
。
１

つ
の
菌
床
か
ら
３
回
収
穫
で
き
る
ん
で
す
」

と
椎
茸
事
業
部
の
佐
藤
梢
さ
ん
が
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

収
穫
さ
れ
た
し
い
た
け
は
、
そ
の
日
の
う

ち
に
大
き
さ
や
品
質
を
選
別
し
、
パ
ッ
ク
詰

め
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
障
が

い
の
あ
る
方
々
が
判
断
に
迷
わ
な
い
よ
う
、

し
い
た
け
の
大
き
さ
を
測
る
リ
ン
グ
を
用
意
。

品
質
の
良
し
悪
し
が
ひ
と
目
で
わ
か
る
カ

ラ
ー
の
ポ
ス
タ
ー
も
貼
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

縁
が
ク
ル
ン
と
丸
ま
っ
た
肉
厚
の
し
い

た
け
は
、見
る
か
ら
に
お
い
し
そ
う
。
障
が

い
の
あ
る
従
業
員
や
健
常
者
、
そ
し
て
高
齢

者
が
で
き
る
こ
と
を
担
当
し
な
が
ら
力
を

合
わ
せ
、
膨
大
な
菌
床
を
管
理
し
、
て
い
ね

い
に
地
道
な
作
業
を
継
続
す
る
。
お
い
し

い
し
い
た
け「
て
る
べ
え
」は
、
こ
う
し
た

日
々
の
積
み
重
ね
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
い
た
け
に
は
、種
菌
を
ほ
だ
木
に
植
え

て
栽
培
す
る「
原
木
栽
培
」と
、
お
が
粉
を

固
め
た
菌
床
で
栽
培
す
る「
菌
床
栽
培
」が

あ
り
ま
す
。
主
流
は
後
者
で
、
テ
ル
ベ
が

行
っ
て
い
る
の
も
菌
床
栽
培
で
す
。
菌
床
栽

培
の
し
い
た
け
は
、原
木
栽
培
よ
り
も
味
や

香
り
に
ク
セ
が
な
い
の
が
特
徴
で
、年
間
を

通
じ
て
大
量
か
つ
安
定
的
に
栽
培
・
収
穫
で

き
る
た
め
、事
業
と
し
て
継
続
し
や
す
い
と

い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。
テ
ル
ベ
で
は
4

年
前
か
ら
、菌
床
そ
の
も
の
を
自
社
で
つ
く

る
設
備
を
導
入
し
ま
し
た
。
し
い
た
け
の
ゆ

り
か
ご
に
な
る
菌
床
は
、広
葉
樹
を
削
っ
た

お
が
粉
と
水
、小
麦
や
ふ
す
ま
、米
ぬ
か
な

ど
を
ブ
レ
ン
ド
し
た
栄
養
体
で
つ
く
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
を
攪か
く
は
ん拌
し
て
袋
に
詰
め
、高

圧
釜
で
殺
菌
後
に
冷
却
し
た
後
、
し
い
た
け

の
種
菌
を
接
種
し
て
培
養
棟
へ
運
び
ま
す
。

取
材
に
う
か
が
っ
た
12
月
。
培
養
棟
の
中

は
、湿
気
を
含
ん
だ
暖
か
な
空
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。
テ
ル
ベ
の
周
囲
は
一
面
の
銀

世
界
。
北
見
で
は
、
最
低
気
温
マ
イ
ナ
ス

20
℃
を
記
録
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、培

養
棟
の
中
は
常
に
温
度
22
℃
、湿
度
65
％
に

保
た
れ
て
い
ま
す
。
梅
雨
の
気
候
を
再
現
し

た
条
件
下
で
、種
菌
は
栄
養
体
の
糖
類
を
分

解
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

建
物
内
は
、
ま
る
で
博
物
館
の
収
蔵
庫
の

よ
う
に
菌
床
が
整
然
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

自
社
菌
床
が
育
む

肉
厚
の
し
い
た
け
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こだわりの産地を訪ねて


